
 

 

鵜殿
う ど の

西遺跡
に し い せ き

 （第 10次調査） 
 

 

一般国道 42 号新宮紀宝道路建設事業に伴い、平成 30 年度から約６年間行ってきた鵜殿

西遺跡の発掘調査が、令和５年７月４日をもって終了しました。 

これまでの鵜殿西遺跡の発掘調査では、鎌倉時代～室町時代の掘立柱建物がある屋敷地

と、その屋敷地を区画するために作られた複数の溝が見つかりました。また、江戸時代後

半頃の土坑も多数確認されており、鎌倉時代～室町時代を経て、江戸時代に至るまで継続

して人々が暮らしていたことがわかっています。 

今回行った第 10 次調査では、その屋敷地の中心部分と考えられる範囲を調査しました。

調査の結果、掘立柱建物、溝などの多数の遺構が確認されました（写真１）。 

写真１ 第 10次調査区（遺構検出状況）全景 （南東から） 
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【掘立柱建物】               掘立柱建物は６棟見つかりました。 

このうち最も大きな建物は東西２間（4.0

ｍ）以上、南北４間（8.0ｍ）で、調査区

外にも広がっていきます（写真２）。 

６棟の建物の時期は、各建物の柱穴から

出土した遺物から、鎌倉時代～室町時代の

ものと考えられます。 

 

溝は４条見つかりました。このうちの１

条は、昨年度の第７次調査でも見つかって 

ている大規模な溝の一部です（写真３）。 

【溝】                   第 10次調査では、横幅全体を調査する

ことができ、幅が最大 5.5ｍで、深さが

1.5ｍの溝であることが確定しました。こ

の規模は、鵜殿西遺跡においては最大のも

のとなります。 

溝からは、室町時代の土師器や江戸時代

後半頃にかけての陶器・磁器などが出土し

ており、最終的に埋没した時期は江戸時代

後半頃と考えられます。写真２の掘立柱建

物等がある屋敷地を区画する目的で作られ 

たものでしょう。 

 

 今回行った第 10 次調査をもって、本道

路建設事業に伴う鵜殿西遺跡の発掘調査

は全て終了することができました。これま

で地元鵜殿区をはじめとする近隣の皆様

と関係機関の方々には、ご理解とご協力を

いただき、本当にありがとうございました。 

 今後は、発掘調査報告書の刊行に向け                                        

て、これまでの調査成果を整理し、掘立

柱建物と溝との関係性や遺跡全体の時期 

的な変遷を詳細に検討するとともに、中 

世の鵜殿氏との関連性についても考察し 

ていく予定です。 

写真２ 最も大きな掘立柱建物（南から） 

西 東 

写真３ 大規模な溝（南から） 

【 問い合わせ先 】 

 三重県埋蔵文化財センター  

調査研究２課 （担当：渡辺・鐸木） 

〒515-0325  三重県多気郡明和町竹川 503 

 電話：0596-52-7029  FAX：0596-52-7035 

写真４ 発掘調査風景（南から） 


